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交通工学ワンデーセミナー，土木計画学ワンデーセミナー 

「これからの事故リスクマネジメント」 
2017年3月2日＠日大理工 

はじめに 

・ 事故リスク情報の提供 

810
L

NR (1億台kmあたりの交通事故発生件数) 

・ ドライバーを時間的・空間的に安全な経路へ 
        （経路選択行動の促進） 

・ ある路線で収集された交通・事故データを活用 

競合する路線の事故リスク情報も提供することが必要 
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↓磐越道 

NEXCO(関越道&日沿道) 

国道8号&7号(新潟バイパス) 

新発田市方面 

↓長岡市 

JR新潟駅 

市街地への街路 

新潟市内の充実した道路網，データ，情報提供 

・ 高速道路（交通量少），新潟バイパス（交通量大），街路の事故リスクを情報提供 
 
・ ドライバーへの事故リスク情報提供による安全な経路への転換が期待できる？ 3 

プロジェクトの概要 

統合データベース 

安全運転支援コミュニケー
ション・ツール提供 

リアルタイム 
事故リスク情報提供 

・事故データ 
・構造データ 
・交通データ 
・気象データ 
・安全対策データ 

・カウンセリング 
・トレーニング 
・プランニング 
・情報交換フォーラム 
(安全運転情報提供) 

・リアルタイム道路交通情報提供 
(障害、渋滞、所要時間、環境等) 
・リアルタイム事故リスク情報提供 
・パトロールカーの最適配車計画 
・ITVカメラの高リスク地点自動設定 
・高リスク区間の監視 など 

新潟都市圏道路網において， 
  ・ リアルタイム事故リスク情報提供 
  ・ コミュニケーション技術の活用     
早く，安く，効果絶大なソフト対策により総合的に交通事故の削減を図る 

高速道路     ：NEXCO東日本 
新潟バイパス       ：新潟国道事務所 
バイパス＋街路 ：新潟県警 
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これまでの進捗状況 

・ 交通と事故データの統合データベースの構築 
  （新潟県警，新潟国道，NEXCO東） 
  
 
・ 事故リスクの集計と比較（高速・バイパス・一般道） 
 
 
・ 事故リスク要因モデル分析 
  （ポアソン，負の二項，ロジスティック回帰） 
 

・ 事故リスク情報提供と経路選択行動の分析 
 

・ 新潟都市圏事故リスクマネジメント研究会の立上げ 
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統合データベースの構築 

項目 高速道路 

新潟バイパス，一般街路 

人身事故 物損事故 

事故 NEXCO東 
(2011.4-2015.3) 

新潟国道 
(2009.1-2013.12) 

新潟県警 
(2015.1-2015.12) 

交通 NEXCO東感知器 
(2011.4-2015.3) 

新潟国道感知器 
(2011.4-2015.3) 

 
新潟県警感知器 
(2013.4-2015.3) 

道路構造 平面・断面図 平面・断面図 
(県警事故発生図) 

気象 気象庁観測局(2011.1-2015.12) 
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高速・新潟BP・一般道路の事故件数と事故率 

・物損事故件数は，人身事故の2倍以上 
・物損事故の事故率は，人身事故の1.8倍 
 

・高速道路事故率は，新潟BPの1/10，一般道路の1/20 
・新潟BPの事故率は，一般道路の1/2 
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✔曜日別事故リスクの比較 
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高速道路 新潟バイパス 

・ 新潟バイパスの曜日別事故リスクは２倍以上高い 

・ 新潟バイパスでは，休日は平日の約半分程度の事故率 

・ 高速道路では，曜日別に大きな差は無い 

新潟市域の交通事故特性：高速・新潟BP 
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✔昼夜別事故リスクの比較 
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高速道路 新潟バイパス 

・ 全体的（特に追突）に，新潟バイパスの事故率が昼夜で高い傾向 

・ 新潟バイパスでは，昼間の方が高い事故率の傾向 

・ 高速道路では，若干夜間が高めの傾向 

新潟市域の交通事故特性：高速・新潟BP 

✔交通状態別事故リスクの比較 
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高速道路 新潟バイパス 

・ 渋滞時の高速道路が高い ⇒ 高速道路上の渋滞はほぼ発生しないが， 
                        発生した際の事故率が非常に高い 
・ 新潟バイパスでは，渋滞時の追突事故が高いリスク 

新潟市域の交通事故特性：高速・新潟BP 
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✔天候別事故リスクの比較 
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高速道路 新潟バイパス 

・ 降雪時の事故リスクが極めて高い    

・ 新潟バイパスでは降雨時の追突も高い傾向にある 

新潟市域の交通事故特性：高速・新潟BP 

路線，交通状況，交通環境，その他要因により事故リスク値が極めて異なる 

これらを加味した事故リスク情報提供を実現するための連携や仕組みが必要 

事故リスク情報の実現に向けて 

・ 新潟都市圏交通事故リスクマネジメント研究会の立上げ 

・ 事故リスク指標の周知活動・情報提供方法 

・ 道路利用者への経路選択行動に関する意識調査 

・ 情報提供効果の検証方法の検討 
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2 km

国土地理院基準点成果等閲覧サービスより作成

N

高速道路
（日本海東北自動車道，北陸自動車道）

新潟バイパス
（国道7号，8号，116号）

新潟駅

新潟西ＩＣ

聖籠新発田ＩＣ

事故リスク情報提供による経路選択行動(SP調査) 

・ 新潟市・新発田市在住の免許保有者を対象としたweb調査(NEXCO東実施) 
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・ 「事故を起こす確率」，「事故による影響を受ける確率」が 
  情報提供された場合を想定した経路選択行動分析 

・ 安全支援情報(事故リスク)が提供された場合の活用可能性 

今後進めるべき課題 

・ 交通と事故データの統合データベースの更なる活用  
  ⇒ 街路，物損事故を 
 考慮した事故リスク研究 
 
 
 
 
・ リスクコミュニケーションによる行動変容分析 
 ⇒ パネル調査実施による情報提供効果の検証 
 
 
 
  新潟県警，国土交通省，ＮＥＸＣＯ，大学の連携による 
      事故リスク情報提供の実現 
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